
  粕 川 地 区 の 人 口 と 世 帯   

 人 口 １０，４０９人 
 男   ５，２１６人  
 女   ５，１９３人 

 世帯数  ４，２６７世帯 

 （ 令 和 ３ 年 １ 2 月 末 現 在 ） 

粕川公民館の利用予約について、右の年

間予定表のとおり変更いたします。 

予約開始日以降より、予約受付時間内に

随時受付を行います。 

【予約受付時間】月～金曜日 午前８時

３０分～午後５時１５分 

（ただし、祝日・年末年始は休館です） 

利用する月  予約開始月  

４月・５月・６月・７月 １月１５日から 

８月・９月・１０月・１１月 ５月１５日から 

１２月・１月・２月・３月 ９月１５日から 

令和４年４月・５月・６月・７月については、

１月３１日（月）から、予約受付を開始してい

ます。※利用許可を受けた場合でも、市が行政

目的で使用する場合や地域行事が優先されます

ので、ご了承ください。 

 公民館では、

使用済のインクカートリッジを回収しま

す。集まったインクカートリッジは、ベ

ルマーク点数と引き換え、公民館のコロ

ナ対策に活用させていただきます。 

 ご協力いただける方は、粕川公民館事務室ま

でお持ちください。 

※注意※ 以下の３社以外のカートリッジは、

回収しておりません。 

 回収メーカー ・キャノン 

        ・エプソン 

        ・ブラザー 

  

 インド茜を使った染料でハンカチを染めます。絞模

様をつけて、自分だけのハンカチが作れます！ 

日時＝令和４年２月２３日 水曜日（祝日） 

   午前１０時～１２時 

場所＝粕川公民館 調理実習室 

対象＝粕川地区在住・在学の小学生 

定員＝１２名（先着順のため、申込みはお早めに！） 

材料費＝２００円 ※当日集金します。 

申込み＝粕川公民館へ電話または来館でお申し込みく

ださい。※受付時間 平日８：30～17：15 

その他＝汚れても良い服

装で参加してください。

衣服に染色液が付着した

場合、洗濯で落ちないこ

とがあります。 

新型コロナウイルスの感

染状況で、講座の延期又

は中止があります。 

粕川公民館青少年体験・チャレンジ事業  

粕川地区子育連合同開催 

 前橋ユネスコ協

会で、ユネスコ・世界寺子屋運動の一

環として、「書き損じハガキ」（※未

投函のもの）を回収しています。 

 令和４年２月２１日（月）まで、公

民館事務室前に回収箱を置いておきま

す。ご協力をお願いいたします。 

はじめての



Gather × Learn × Connect 

人権を 守っていきよう 幸せに 

小嶋 翔（粕川小６年） 

助け合い この行動は 百点満点 

       小野 航平（粕川小６年） 

ありがとう その一言に 救われる 

       中島 優月（粕川小６年） 

 

小学校児童の標語をご紹介します。 
（敬称略） 

※学年は令和２年度時です。 

思いやり みんなが持てば 笑顔咲く   

  宮田 七瀬（粕川小６年） 

我が国の現状は、平均寿命の大幅な伸び

や少子化などを背景として、人口の４人に

１人が６５歳以上の高齢者となっていま

す。こうした状況の中、身体的・心理的・

経済的虐待といった高齢者の人権問題が生

じています。 

 すべての高齢者が、これまで果たしてき

た役割や功績とともに尊重される社会、ま

た長年培ってきた知識や経験を活かして地

域の担い手として生きがいをもって暮らせ

る社会を実現するために高齢者についての

理解を深め、高齢者を大切にする心が必要

です。  

●粕川子ども芸術展 

 第１回粕川こども芸術展は、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため、２月１１日～１６日

までの作品展示会を“中止”といたします。 

 応募作品は、小中学校の児童生徒のタブレッ

トへ配信して紹介します。また、２月以降に前

橋市HP上でも応募作品を掲載しますので、ぜ

ひご覧ください。 

【HP公開期間】 

【応募作品】 

 〇写真部門 １２点 

 〇絵画部門  ２点 

 〇文学部門  ４点 

 〇科学部門  ４点 

 〇発明・工夫部門 ３点 

 〇その他（陶芸作品）５点  合計３０作品 

【出品者数】 ２６名（延べ人数 ３２名）  

 （主催/粕川地区青少年健全育成会、協賛/粕

川地区社会福祉協議会） 

●親子しめ縄づくり教室 

１２月２６日（日）に、親子しめ縄づくり教室

を開催しました。 

 ２月１９日（土）に予定していました

「粕川スキーバス」は、新型コロナウイル

ス感染拡大を考慮し、中止いたします。楽

しみにしていた皆様には申し訳ございませ

んが、次回以降の開催にご参加、ご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

粕川体育協会・粕川体協スキー部 

左）集合写真 
上）教室の様子 

前橋市HPへの二次
元バーコード 



粕
川
の

源
流
域
を
訪
ね
て
⑭ 

滝
沢
の
不
動
さ
ま
④ 

勝
訴
の
裁
定
が
下
り
不
動
明

王
像
取
り
戻
せ
る 

 

明
治
六
年
（
１
８
７
３
）
に
熊

谷
裁
判
の
判
決
が
下
り
、
「
龍
興

寺
は
室
沢
村
惣
代
の
申
し
出
に
従

う
べ
し
」
の
裁
定
を
得
、
室
沢
村

の
勝
訴
と
な
っ
た
。
修
験
者
や
室

沢
村
の
住
民
は
歓
喜
に
湧
き
、
長

い
苦
し
み
や
悲
し
み
の
道
程
を
乗

り
越
え
前
途
に
希
望
の
光
を
持
つ

こ
と
が
で
き
た
。
明
治
八
年
（
１

８
７
５
）
に
は
滝
沢
の
不
動
堂
に

不
動
明
王
像
を
取
り
戻
し
安
置
で

き
た
の
で
あ
る
が
、
龍
興
寺
の
不

埒
な
行
為
に
よ
り
、
剣
は
捥
ぎ
取

ら
れ
、
両
足
は
大
磐
石
と
共
に
剥

ぎ
取
ら
れ
て
横
領
さ
れ
て
し
ま
う

と
い
う
、
誠
に
不
本
意
な
本
尊
の

返
還
と
な
っ
た
。 

 

明
治
十
七
年
（
１
８
８
４
）
に

は
堂
宇
の
修
復
も
で
き
、
そ
の
後

現
存
す
る
御
籠
堂
も
造
営
さ
れ

て
、
室
沢
村
の
曹
洞
宗
全
徳
寺
の

守
護
奉
仕
と
な
っ
た
。
全
徳
寺
に

管
理
は
委
ね
ら
れ
て
い
た
が
、
実

際
の
管
理
は
間
接
的
な
も
の
で

あ
っ
て
、
不
動
堂
を
守
護
し
た
の

近
く
の
粕
川
の
水
量
を
按
配
し
堰

き
止
め
て
一
丈
位
（
３
・
３
メ
ー

ト
ル
）
の
滝
を
作
り
そ
こ
で
業
滝

を
行
い
不
動
堂
に
帰
り
、
お
祈
り

し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
滝
も
昭
和
二
十
二
年
（
１

９
４
７
）
秋
の
カ
ス
リ
ン
台
風
で

甚
大
な
被
害
を
被
り
、
業
滝
は
破

壊
さ
れ
、
籠
堂
の
五
分
の
一
は
破

損
さ
れ
た
が
、
こ
の
災
害
も
室
沢

の
住
民
や
信
者
の
労
力
奉
仕
に
よ

り
見
事
に
復
興
で
き
た
。 

 

そ
の
後
も
、
民
間
療
法
と
し
て

昭
和
三
十
九
年
（
１
９
６
４
）
頃

ま
で
山
田
夫
婦
が
住
み
込
み
、
お

世
話
を
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
最

後
ま
で
参
詣
所
の
堂
守
を
し
て
い

た
の
は
山
田
丈
吉
で
な
く
、
息
子

の
山
田
頼
三
郎
氏
で
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
。
古
老
の
話
で
す

と
、
「
明
王
を
相
撲
不
動
と
慕

い
」
不
動
堂
前
で
子
ど
も
た
ち
に

相
撲
を
取
ら
せ
た
こ
と
も
あ
っ
た

と
語
っ
て
い
た
。 

艱
難
辛
苦
の
道
の
り 

 

不
動
様
の
道
の
り
は
平
た
ん
で

な
か
っ
た
。
不
動
明
王
像
は
片
手

腕
を
捥
ぎ
取
ら
れ
、
光
背
の
火
焔

も
持
ち
去
ら
れ
、
剣
と
台
座
は
両

足
ご
と
剥
ぎ
取
ら
れ
、
片
手
不
動

の
哀
れ
な
姿
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。 

 

ま
た
、
不
動
堂
は
二
度
も
火
災

に
遭
い
、
不
動
明
王
像
や
不
動
堂

ま
で
も
関
の
龍
興
寺
に
権
利
主
張

さ
れ
、
詐
欺
紛
い
に
あ
う
な
ど
波

乱
万
丈
の
苦
難
な
道
の
り
で
あ
っ

た
が
、
信
者
や
室
沢
区
民
の
奉
仕

に
よ
り
、
立
派
に
守
ら
れ
て
き

た
。 

 

現
在
で
は
、
無
病
息
災
・
病
気

平
癒
・
家
内
安
全
・
商
売
繁
盛
・

交
通
安
全
等
の
ご
利
益
が
あ
る
と

近
郷
近
在
の
人
々
に
信
仰
さ
れ
て

い
る
。
正
月
３
日
間
と
５
月
５
日

は
不
動
明
王
像
を
目
前
に
し
て
参

拝
で
き
る
。
室
沢
区
民
の
奉
仕
に

よ
っ
て
貴
重
な
文
化
財
を
保
護
・

保
存
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬

意
と
感
謝
を
表
し
た
い
。 

（
次
号
に
続
く
宮
崎
・
記
）  

追
記
（
前
号
⑬
ー
③
） 

一
、
正
誤 

 

住
職 

尊
純
（
十
五
世
）
正 

 

住
職 

秀
尊 

誤 

 

住
職 

尊
秀
（
十
六
世
）
正 

二
、
室
沢
に
は
二
つ
の
修
験
道
の

お
寺
が
あ
っ
た 

 

福
寿
院 

本
山
派 

 

一
明
院 

当
山
派
か 

三
、
新
里
町
関
・
龍
興
寺
山
門
前

に
丁
杭
の
台
石
が
あ
る
。
正
面
に

「
七
十
六
町
目
滝
沢
道
」
と
あ

は
、
そ
の
時
々
の
守
護
修
験
者
が
当

た
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
修

験
者
の
一
人
が
室
沢
の
山
田
丈
吉
氏

で
あ
っ
た
。
昭
和
五
年
（
１
９
３

０
）
に
不
動
堂
に
入
山
し
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
古
老
の
話
で
す
と
、
前

の
守
護
者
「
菅
沼
法
伝
」
の
後
継
者

と
し
て
不
動
堂
に
入
山
し
た
の
は
、

昭
和
二
年
十
月
頃
と
さ
れ
て
い

る
。 

精
神
病
者
の
治
療
と
社
会
復

帰
に
貢
献
す
る 

 

滝
沢
不
動
堂
で
は
、
民
間
療
法

と
し
て
水
治
療
を
し
て
い
た
。
最
初

の
頃
は
大
滝
ま
で
、
付
き
添
い
と
同

行
し
て
、
滝
を
全
身
に
浴
び
て
不
動

堂
ま
で
帰
り
、
不
動
明
王
像
の
前
で

お
祈
り
を
業
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
の
お
世
話
は
山
田
夫
妻
が
当

た
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
籠
堂
の
前

に
昭
和
八
年
（
１
９
３
３
）
頃
二
階

建
て
の
参
籠
所
（
宿
泊
出
来
る
）
が

建
て
ら
れ
た
。
一
階
は
八
畳
二
間
と

二
階
は
二
十
畳
位
の
一
部
屋
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
押
入
れ
が
付
き
、

布
団
な
ど
収
納
が
で
き
た
。
収
容
人

員
は
二
十
人
位
と
思
え
る
。
本
人
だ

け
で
な
く
家
族
の
付
き
添
い
が
一
緒

で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
寝
泊
ま
り
し
て

り
・
左
側
面
に
「
天
明
八
戌
申
念

六
月
吉
祥
日
前
住
職
尊
盛
立
之
」

と
あ
る
。
一
丁
目
は
苗
ヶ
島
大
通

龍
寺
跡
付
近
に
あ
り
、
こ
こ
か
ら

七
十
六
町
目
が
龍
興
寺
で
あ
る
。

天
明
八
年
不
動
堂
が
再
建
さ
れ
る

と
、
丁
杭
を
打
ち
始
め
、
滝
沢
不

動
堂
・
不
動
明
王
像
・
土
地
・
立

木
統
べ
て
、
住
職
尊
盛
（
十
三

世
）
は
龍
興
寺
の
物
と
思
い
始
め

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

▼
主
な
文
献 

【
宮
城
村
誌 

宮
城
村
】
【
粕
川

村
誌 

粕
川
村
】
【
明
治
百
年
史 

粕
川
村
】
【
明
和
村
誌 

明
和

村
】
【
勢
多
郡
誌 

勢
多
郡
誌
編

纂
委
員
会
】
【
群
馬
県
史
民
俗
２

信
仰
民
俗
知
識 

群
馬
県
】
【
赤

城
山
民
俗
記 

都
丸
十
九
一
著 

煥
乎
堂
】
【
山
伏
の
地
方
誌 

久

保
康
顕
他 

み
や
ま
文
庫
】
【
不

動
明
王 

羽
田
守
快 

大
法
輪
】

【
治
療
の
場
所
と
精
神
医
療
史 

橋
本
明 

日
本
評
論
社
】 

瀧澤不動堂の前にある 

かつての参籠所 
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WEB-
SITE 

●次の角を曲がったら話そう（伊集院光）●ふ

む、私は順調に老化している（中山千夏）●同志

少女よ、敵を撃て（逢坂冬馬）●ひとり旅日和 

3 運開き！（秋川滝美）●ペッパーズ・ゴース

ト（伊坂幸太郎）●一ノ瀬ユウナが浮いている

（乙一）●吾妻おもかげ（梶よう子）●熔果（黒

川博行）●残照の頂（湊かなえ）●みぎがわ（ゆ

きはる） 

●ことばのおまもり（齋藤孝）●ゆるゆる絶滅生

物図鑑（さのかける）●世界一まぎらわしい動物

図鑑（今泉忠明）●かすみ川の人魚（長谷川まり

る）●博物館の少女（富安陽子）●ばけねこキッ

チン（佐川芳枝）●いっしょだねいっしょだよ

（きむらだいすけ）●うさぎじかん（刀根里衣）

●クリコ（シゲタサヤカ）●じゅうにしどこへい

くの？（すとうあさえ） 

休館日《木曜日》 ※木曜が休日の場合翌日 

２月  ３．１０．１７．２４     

３月  ３．１０．１７．２４・３１ 

市立図書館粕川分館  ☎027（285）3312 

〇開館時間 ＜ 平 日 ＞ 午前10時 ～ 午後 6時  ＜ 土日祝 ＞ 午前10時 ～ 午後 5時 

※新型コロナウィルスの関係で、イベント等が中止となる場

合があります。 

○「コロナ差別」について 

 新型コロナウィルス、特にオミクロン株の感染が爆発的に

拡大しています。県内はもとより前橋市内においても、高校

をはじめ、福祉施設、工場等、いろいろなところでクラス

ター感染が発生しています。目に見えない相手であるため、

なかなか終息の見通しが立たない状況にあると思われます。

３回目のワクチンの早期接種の開始が待たれます。 

 そのような中で、感染者のみならず、それに関連する医療

や福祉の従事者、学校や飲食店などに対して、コロナに係る

誹謗・中傷・デマなどが、インターネットなどを介して拡散

した事例があります。誰も好きで感染するわけではありませ

んし、日夜、労を惜しまず、それに係る業務に従事していた

だいている方々には、感謝に耐えません。皆さんで、個人や

団体に対してのこのような差別や偏見を行わない社会にして

いきたいと思います。万が一、このような事例があり、お困

りのことがありましたら隣保館までご相談ください。 

○粕川保育所子育て支援センター「さくらんぼクラブ」

（会場は隣保館） 

①２月１６日（水）１０時３０分～ 育児講座「アロマ体

験」 親子５組 

②２月２２日（火）①９時４５分～１１時 ②１０時４５

分～１２時 育児講座「手形アート」 各組親子５組（１

０時４５分～１５分間、読み聞かせの時間もあります。）   

 子育て中のお母さんをはじめ保護者の皆さんには、子育

ての息抜きとおしゃべり場として楽しんでください。その

他の日は、粕川保育所子育て支援室での活動となります。

ぜひお気軽に遊びに来てくださいね。（問い合わせ・申し

込み先）子育て支援センター 電話２８５－２１０７ 

 

〇小学校の人権標語作品の展示 

 粕川小学校、月田小学校の代表句（３０作品）を３月１

２日（土）まで隣保館ロビーに展示しています。みなさ

ん、ぜひ見に来てください。 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/

